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田がヤアる・や
3世紀中頃から7世紀の古墳時代には、前方後円墳に代表される古墳が数多く造

られました。古墳は、大王や首長たちのお墓でその大きさや形が彼らの権力や政治

的な身分を表す一方、遺体の埋葬に伴いさまざまな祀りが執り行われる舞台でもあり

ました。

この祀りの舞台である古墳には、うつわを捧げもつ巫女や武器を掲げる武人、豪

華に飾り立てた馬、神殿を思わせる大きな高床の家など多様な埴輪が、一定のルー

ルのもと組み合わさって立て並べられ、さまざまな情景を表現していたと考えられます。

土師器や須恵器と呼ばれる土器もまた、古墳に埋葬された亡き首長たちへの捧げも

のとして用いられました。

こうした古墳の祀りは、古墳時代の幕開けとともにヤマト政権により生み出され、各

地域の首長たちの間に広まっていきます。埴輪などの造形や配置に表される祀りの内

容は、時代とともにその姿を変えながら、さらにそれぞれの地域で独自の姿へと変化

していったと考えられます。

本属では、ヤマト政権の大王墓などと紀伊の首長たちの古墳に立てられた埴輪と

土器の「造形」や「配置」から、紀伊の古墳祭祀について紐解いていきたいと思います。

園田「祭寵・古墳・埴輸一祭祀の視点から考える死者と古墳の関係-」講師:笹生衛氏(国輔大軍〉

「覿晋南北朝陵墓の陸園空間と喪葬」講師:藤井康隆氏(名古屋市博物館)

「韓半島三国時代の古墳祭制　講師:山本孝文民(日本大学)

「古墳への埴輪・土器の醍とその思想」講師‥和田一之舐((独)国立文化財機構奈良文化脚究所)　㌶ヂ叫、想響
ヽ (巣山古墳・奈良県広抜町教軽貝会所蔵) 」

「紀伊の埴輪と土器祭記」講師:金澤舞(当館)

回冨田馴醐氏((公財)瀕敗化財鰭協会)園田1 0月23日(金) 1 3:00~田45名(先着順)

臼
田

回国10月11日(日)
「九州における埴輪と石大石馬の配置一福岡県の事例を中心ニー」講師:井上義也氏(福岡県春日市教育委員会)

「岩橋干場周辺にみる埴輪祭記とその意味」講師:金澤舞(当館)

回国11月29日(日)

「今城塚古墳にみる大王墓の埴輪祭祀」講師:今西康宏氏(大阪府高槻市立今城塚古代歴史館)

「儀礼の場の変遷からみる岩橋千塚古墳群の特質」講師:藤井幸司氏(文化庁)

日田和歌山県立紀伊風土記の丘資料館田園13:30へ15:30　囲資料代十入館料

回田第1回9月25日(金)13:00~回国30名(先着順)
第2回1 1月13目(金)13:00~

田10月17日(土)、10月24日(土)、1 1月22日(日)

田園13:30~14:30囲入館料　囲当日受付　同課謙謹嘉詳嵩
※今後の新型コロナウィルス感染拡大の状況によっては開催中止等の変更が生じる場合があります。詳しくは当館HPをご確認ください。

和歌山県立紀伊風土記の丘…誓書謂豊黒帯古語言霊書誌豊‡
【開館時間9:00~16:30(入館16 00まで〉【休館日】毎週月曙日(月曜日か祝休日の場合は次の平日)

【入組料・掲別農期剛一般360円(290円) ・大学生220円( 1 60円) ※高校生以下、65蔵以上、陣害者及び県内在学の留学生の方は無料(要:駈明書)

0内は20名以上の団体料金

馬形植給(前山A58号損・和歌山県教育委具合所蔵)

バス期さ膳卿　平日//7;50 9:00 10:00 1150 1335 1435 I

土・目・祝日/9;00 1000 11:的13:35 14博5 1

申訳l自町議珊甲霜雪‾少亀甲羽撃守言語
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